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答

実
験
や
展
示
、
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
施
設
は
、
子
ど
も
た
ち
の
創
造

性
を
育
む
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
世

代
を
超
え
た
交
流
の
場
と
し
て
も
有
効

で
あ
り
、
備
後
圏
域
の
特
色
の
一
つ
で

あ
る
も
の
づ
く
り
産
業
に
必
要
な
人
材

育
成
の
観
点
か
ら
も
意
義
の
あ
る
施
設

と
考
え
る
。

　
県
東
部
の
玄
関
口
で
あ
る
福
山
駅
周

辺
の
エ
リ
ア
が
将
来
有
す
べ
き
機
能
の

候
補
の
一
つ
と
し
て
、
全
国
の
先
進
事

例
な
ど
を
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

答

①
耐
用
年
数
を
80
年
と
し
た
試

算
で
は
、
今
後
の
１
校
当
た
り
の
ラ

※

イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
は
約
２
億
４
千
万

円
と
見
込
ん
で
お
り
、
長
寿
命
化
の
取

り
組
み
と
と
も
に
、
現
在
、
公
共
や
民

間
の
施
設
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

②
短
縮
化
は
教
職
員
の
働
き
方
改
革
な

ど
教
育
環
境
整
備
の
一
つ
で
あ
り
、
家

庭
の
負
担
軽
減
に
も
有
効
と
考
え
、
実

施
に
向
け
た
検
討
を
始
め
て
い
る
。

③
学
力
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
選
任
し

た
文
部
科
学
省
の
専
門
官
に
指
導
、
助

言
を
求
め
な
が
ら
、
個
に
応
じ
た
学
び

の
在
り
方
等
を
考
え
、「
子
ど
も
主
体

の
学
び
」
づ
く
り
を
進
め
る
。

子
ど
も
科
学
館
・
未
来
館
の

建
設
は

小
中
学
校
で
の
子
ど
も
の

学
び
づ
く
り
の
取
り
組
み
は

問

科
学
館
の
よ
う
な
子
ど
も
た

ち
の
好
奇
心
を
か
き
立
て
る
場
は
、

も
の
づ
く
り
企
業
が
多
い
備
後
圏
域

で
は
意
味
の
あ
る
も
の
で
、
将
来
の

職
業
選
択
に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、

福
山
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

問

①
プ
ー
ル
施
設
の
今
後
の
見

通
し
と
在
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
。

②
今
年
度
末
の
エ
ア
コ
ン
設
置
完
了

を
踏
ま
え
、
各
家
庭
の
負
担
軽
減
と

教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
、
夏
休
み

を
短
縮
化
し
て
は
ど
う
か
。

③
学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

石い
し
ぐ
ち口　
智さ

と

志し

水
曜
会

（
60
分
）

喜き

だ田　
紘こ

う
へ
い平

水
曜
会

（
60
分
）

し
て
行
っ
た
も
の
で
、
昨
年
、
一
昨
年

の
豪
雨
時
の
１
時
間
最
大
降
雨
量
と
24

時
間
最
大
降
雨
量
に
対
し
、
床
上
浸
水

の
解
消
等
を
目
標
と
し
て
お
り
、
県
は

河
川
改
修
と
排
水
機
場
へ
の
ポ
ン
プ
の

増
設
を
、
本
市
は
雨
水
幹
線
と
雨
水
ポ

ン
プ
場
の
整
備
等
を
実
施
す
る
。

　
申
請
が
認
め
ら
れ
る
と
、
本
市
が
実

施
す
る
雨
水
幹
線
等
の
整
備
に
国
か
ら

の
財
政
支
援
と
し
て
、
対
象
事
業
費
の

50
％
が
交
付
さ
れ
る
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
等
が
重
点
的
に
配
分
さ
れ
る
。

　
こ
の
登
録
が
、
抜
本
的
な
浸
水
対
策

を
着
実
に
推
進
す
る
上
で
、
大
き
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

中な
か

安や
す

加か

代よ

子こ

　
公
明
党

（
50
分
）

児
童
虐
待
防
止
対
策
は

答

地
域
に
お
け
る
相
談
窓
口
や
子

育
て
支
援
拠
点
の
設
置
促
進
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事

業
を
市
内
33
カ
所
で
実
施
し
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ネ
ウ

ボ
ラ
相
談
窓
口
「
あ
の
ね
」
を
12
カ
所

問

虐
待
の
発
生
予
防
、
早
期
発

見
の
た
め
の
体
制
整
備
は
。

に
設
置
し
て
子
育
て
の
孤
立
化
を
防
ぐ

た
め
の
体
制
整
備
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
体
制
強
化
の
た
め
、
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
の
２
０
２
１
年
度
中
の

設
置
に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

　
児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
関

係
機
関
が
参
画
す
る
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
で
支
援
方
針
と
役
割
分
担

を
整
理
し
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
あ
の
ね
」、
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
、
児
童
相
談
所
が
緊
密
に
連
携
す

る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
な
対
応
が
で

き
る
も
の
と
考
え
る
。

※ライフサイクルコスト：企画設計の段階から、建設、清掃や点検・補修等の運用管理、解体の段階にわたる建築物の生涯
に必要な費用の総額。

※ピース・ナビ：戦争の記憶を引き継ぐ学習を継続するとともに、学習の成果を「恒久平和の願い」として発信していく平
和案内人。

塚つ
か

本も
と　
裕ひ

ろ

三そ
う

公
明
党

（
55
分
）

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
取
り
組
み
は

答

ピ

※

ー
ス
・
ナ
ビ
事
業
等
を
通
じ

て
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
高
校
生
平
和

大
使
等
の
若
い
世
代
や
市
民
団
体
等
、

多
く
の
市
民
と
連
携
し
て
推
進
す
る
。

　
ま
た
、
学
校
に
お
い
て
は
、
平
和
学

習
で
原
爆
語
り
部
の
方
の
被
爆
体
験
を

聞
く
な
ど
取
り
組
ん
で
い
る
。

問

被
爆
体
験
の
継
承
は
。

頻
発
す
る
自
然
災
害
に
備
え
て

答

①
既
存
の
１
７
５
カ
所
は
作
成

し
て
お
り
、
残
る
９
３
５
カ
所
は
２
０

２
２
年
度
ま
で
に
順
次
作
成
す
る
予
定
。

②
県
の
「
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
避
難

を
呼
び
か
け
る
体
制
づ
く
り
支
援
事

業
」
と
連
携
し
、
効
果
的
な
避
難
の
呼

び
か
け
体
制
の
検
討
を
深
め
る
。

問

①
防
災
重
点
た
め
池
の
選
定

基
準
見
直
し
に
よ
り
既
存
の
１
７
５

カ
所
を
含
む
１
１
１
０
カ
所
が
選
定

さ
れ
た
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
は
。

②
安
全
な
避
難
行
動
の
取
り
組
み
は
。


